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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]	
タルタル
ソースを
かけてね
-------------------------
４月 (がつ)27日 (にち)（月 (げつ)）の　こんだて
・ごはん・牛乳 (ぎゅうにゅう)・チキン南蛮 (なんばん)・
ボイルキャベツ・八杯 (はちはい)汁 (じる)
-------------------------
八杯 (はちはい)汁 (じる)も郷土 (きょうど)料理 (りょうり)の一 (ひと)つです。八杯 (はちはい)おかわりしてしまうほどおいしい汁 (しる)であることから、その名 (な)がついたそうです。
～チキン南蛮 (なんばん)～

「チキン南蛮 (なんばん)」は、鶏 (とり)のから揚 (あ)げを甘 (あま)酢 (ず)につけ、タルタルソースをかけた宮崎県 (みやざきけん)の郷土 (きょうど)料理 (りょうり)です。 「南蛮 (なんばん)」とは、もともと戦国 (せんごく)時代 (じだい)に来日 (らいにち)したポルトガル人 (じん)や、その文化 (ぶんか)を表 (あらわ)す言葉 (ことば)です。彼 (かれ)らのもたらした食 (しょく)文 (ぶん)化 (か)の中 (なか)に「南 (なん)蛮 (ばん)漬 (づ)け」があり、これは唐 (とう)辛 (がら)子 (し)入 (い)りの甘 (あま)酢 (ず)に食 (しょく)材 (ざい)を漬 (つ)けてつくられるものです。南 (なん)蛮 (ばん)漬 (づ)けに鶏 (とり)肉 (にく)を使 (つか)って料 (りょう)理 (り)されたことから、「チキン南蛮 (なんばん)」と呼 (よ)ばれるようになったといわれています。
　宮崎県 (みやざきけん)は、「日本 (にほん)のひなた」と呼 (よ)ばれるほど、豊 (ゆた)かな自 (し)然 (ぜん)と温 (おん)暖 (だん)な気 (き)候 (こう)に支 (ささ)えられ、地元 (じもと)の特 (とく)産品 (さんひん)や郷土 (きょうど)料理 (りょうり)が多彩 (たさい)に発展 (はってん)しています。
４月の郷 (きょう)土 (ど)料 (りょう)理 (り)給 (きゅう)食 (しょく)は・・・
宮崎県 (みやざきけん)
郷 (きょう)土 (ど)料 (りょう)理 (り)を未 (み)来 (らい)に残 (のこ)すために
日本 (にほん)の各地域 (かくちいき)には、季節 (きせつ)や行事 (ぎょうじ)にちなんだ行事食 (ぎょうじしょく)や、地域 (ちいき)の産物 (さんぶつ)を使 (つか)って独自 (どくじ)の料 (りょう)理法 (りほう)で作 (つく)られ 食 (た)べ継 (つ)がれてきた郷土 (きょうど)料理 (りょうり)があります。給食 (きゅうしょく)を通 (とお)して、この素晴 (すば)らしい食 (しょく)文化 (ぶんか)を未来 (みらい)につなげていきましょう。
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